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表 1 全調査樹の時期別葉中無機成分と収穫果の形質
1  は  じ め  に

第 1次水田減反政策に伴って,全国のブ ドウ栽培面積は

昭和46年 頃より急速に増加を始めたが,増植の中心となつ

た品種の一つに巨峰があげられよう。本県でも期を同じく

して巨峰の増植が行われ ,1召和53年度の推計ではブドウ全

栽培面積約 700ha中 30%が巨峰で占められるに到っている。

この品種は 4倍体の巨大粒品種であるが,栄養生長が極め

て旺盛であ り,そのため花流れおよび単為結実性がひどく,

従来は経済的な栽培が不可能とされていたが,開花期の栄

養生長を抑制するために基肥・冬期せん定を極度に控え ,

実上まり決定後の追肥 夏期せん定に比重を置く技術対応

の中で一応の解決を見ているのが実態である。しかしその

反動とも思われる果粒の肥大不足,着色不良園が多発する

預向にあるため,筆者らは葉中無機成分と果実形質の閲連

を調査し,施肥改善のための糸口をつかもうとした。

2 調  査  方 法

1 調 査 樹

北福島農協管内15園 2,樹を樹令,土壌を無視して無作意

に抽出し,収量を 1,20042/10ha内 外に規制した。

2 葉身分析

6/12(開花終了時 ), 6/29, 7/21, 840,8/23
(収穫直前 )の 5回・平均的な結果枝の第 2果房次節葉15

枚を採取,乾燥粉砕試料についてNはセミ・ ミクログルダ

ール法, また,硝酸・過塩素酸で湿式分解後04,Mgは 原

子吸光法,Kは炎光法, Pは ´`ナ ド モリブデン酸法にて

分析。

3 収穫果の形質調査

8/25日 樹冠中央部より任意に20房 を採取 し果房重,着

粒数,1粒電,着色指数 (未着色 1～完全着色 5の 5段階評

価)を調査,搾計について PNI示 度,滴定酸度を測定 した。

3 調  査 結 果

調査対象29樹 の某中無機成分含有率の時期別変化ならび

に収穫果の形質について表 1に 示したが,無機成分の中で

N・ Kは 開花終了時からほぼ漸減 じCaは増加する傾向にあ

るが,その他の P・ Mgにつヽヽては,おおむね横ばいにIF移

した。 しかしイ固々の調査対象樹についてみれば,必ず しも

このような一般的な傾向が当てはまらず,降雨 施肥 夏

期せん定など様々な条件によつて攪乱されるようであつた。

また,収穫果の形質については,着色指数の変動係数が
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最も大きく,殆んど未着色に近いものから完全着色までと

調査樹間のあれが著しく見られた。

なお,時期別の葉中N 葉中Kと 収穫果の形質との関連

性について検討するため単相閲係数を求め表 2に示した。

N K以 外の成分については有意な相関が認められなかつ

たので割愛 した。

表 2 時期別の葉中N・ Kと果実形質の単相関(n-29)

6/29,4/20の葉中ヽと果粒重の間にはそれぞれ〔け 0654

R=0457の 右意な正の相関が認められ,こ の時期 (実 lL

まり後～硬核期に相当する )の葉中 Nの 高いほど果粒の肥

大が良好であることを示している。なお,果粒の肥大良好

樹 (104′ )と 不良樹 (937)の葉中Nの時期別変化を図

1に示 した。

果実の着色指数と葉中Nの間には 6/2',7/20を 除いて

負の有意な相関がみられ,と くに生育後期の葉中Nの低い

ほど着色の良い傾向が見られた。このことは最近多発の傾

向にある着色不良は,窒素肥効の後期へのズレ込みが一因

であることを示唆 している。

葉中Kについては,全期間とも着色指数と正の相関が認

められた。なお,着色良好樹 (指数 40以 上, 7樹 )不良

無 機 成 分 (
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不良樹の葉中Kの変化

樹 (26以 下, 9樹 )の葉中N,葉 中Kの変化を図 2, 3

に示 した。

着色指数に対する葉中N.葉 中Kの影響度合を時期別に

推定するため重相関について検討を行ったが, その結果

6/29の 葉中 Nの 偏回帰係数は有意でなく着色に対する影

響は認められないが,それ以降について標準偏回帰係数か

ら判断すると,生育後期になるはど葉中Nの影響度合は葉

中Kを上回わるものと考えられる。葉中 Kについては全期

間 とも着色指数に及ぼす影響

“

無視できないが,葉中Nと

の対比では 6/29の影響度合が最も大きく生育後期になる

ほど,葉中Nを下廻わるようになると考えられた。

表 3 呆実の着色指数に対する葉中N,Kの重相関 (n‐ 29)

,X:は葉中

現地で問題になつている果実の肥大不良r_ついては,本

調査の結果から実上まり後から硬核期までの間に窒素の肥

効が極度に低下することに原因があると考えられた。

巨峰は花流れ・単為結実が発生しやすいため,開花期前

後の栄葉生長を抑制することが,実上まり確保のうえで重

要となるが,そのため一般に巨峰生産者は基肥と冬期せん

定を極度に控えており,こ のことが保肥力の低い園地にお

いて開花後の窒素肥効の極度の低下をもたらしていると考

えられる。また,着色不良の一因もこのことと無関係でな

く,実上まり後の追肥過多および冬期の軽せん定に起因す

る過繁茂状態を解消するための強度の夏期せん定,これら

により窒素の肥効が果実の成熟期にまでズン込むことによ

ると考えられた。今後は基B巴の適正な施肥量の把握が重要

な課題となろう。

着色指数と葉中Kの間に全期間に亘つて有意な相関がみ

られたが,全般に減肥傾向に強い栽培体系の中で結果的に

力1里の施用量が不足気味となつている園地が存在している

可能性が考えられる。事実葉中K含有率の著しく低い調査

樹がみられ,例外なく着色不良樹であつた。上壌中の置換

性加里含量の実態についても今後検討の余地があろう。

なお,着色指数に対する葉中N・ 葉中Kの重回帰式から

判断する限り,着色に及ぼす窒素のマイナスの影響をある

限度内において加里は措抗的に打消す作用を有するものと

推論される。
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回帰式と偏回帰係数の有意性 標 準 回 帰 式

`/12
061'

一
” Y‐ 4`'-1 52 Xl+261X, Y― -0 428 Xl+0(27X2

6/2' 0`48
一
４ Y‐ 185-0''Xl+457X2 Y‐ -02'5Xl+06,7X2

7/20 05S2
“
゛ Y‐ 370-17`Xl+3,8X, Y― -03`7X,+0543X,

3/10 10,3 y= 6.sa 2.6'x, +J.dx, Y― -044'X,+0402X,

8/23 0752 1688 Y‐ 730-3 20 Xl+314X= Y― -051'X,+0'35X,

N X2は 葉中K Yは 着色指数。

――― 著色良好樹

|‐ ――着色不良樹

oo標 準 偏 差

6 /12   6 /29


